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会 

長 

挨 

拶 
 

 
 
 

後
援
会
会
長 

戸 

田 
 
 

茂 
 
 
 
 

ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

歴
史
あ
る
学
舎
で 

の
四
年
間
は
、
自 

立
へ
の
肝
要
な
期 

間
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
家
族
で
来
訪
頂
き
、
皆
様
ご
一

緒
に
彦
根
漫
遊
を
重
ね
、
絆
を
固
め
て
下

さ
い
。 

後
援
会
皆
様
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、

資
格
取
得
等
報
奨
制
度
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
三
月
に
第
一
回
目
の

目
録
贈
呈
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
て
の

学
生
か
ら
、
更
な
る
資
格
取
得
・
留
学
等

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
資
金
に
充
当
す
る
と

の
言
葉
を
聴
き
ま
し
た
。 

全
学
生
が
有
意
義
な
学
生
生
活
を
満
喫

す
る
為
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
尚
、
経
済
学
部
の
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
頂
く
と
共
に
、
ご
意
見
を
寄
せ
て
頂

き
ま
す
よ
う
に
。 
 
 学

部
長
挨
拶 

 
 
 

 
 
 

経
済
学
部
長 

小 

倉 
明 
浩 

 
 

後
援
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
、
ま
ず
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
滋
賀

大
学
経
済
学
部
は
、
今
日
の
社
会
が
求
め

る
教
育
研
究
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
の

改
革
案
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
改
革
案
は
現
在
の
学
生
諸
君
に
直
接

適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
も
、
本
学
部
が
社
会
に
評
価
さ
れ
る

存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と
、
そ
の
評
価
を

更
に
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
す
べ
て
の
本

学
部
卒
業
生
に
と
っ
て
価
値
あ
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
経
済
学
部
長
と

し
て
、
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
よ
う
学
部

運
営
に
精
励
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
今

後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。 

  副
学
部
長
挨
拶 
 

総
務
・
企
画
担
当 

大 

濵 
 
 

巖 
 

 
 

 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
総
務
・
企
画
担

当
と
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
や
学
習

支
援
体
制
の
強
化
を
担
当
致
し
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
で
は
、
新
学
部
設
立
の

動
き
と
連
携
し
て
経
済
学
部
の
機
能
強
化

を
目
指
し
ま
す
。
学
習
支
援
で
は
、
反
転

授
業
の
実
験
的
な
導
入
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。
後

援
会
の
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
  

 

 

太 

田 

善 

之  
 
 

 
 
 

 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
学
務
・
学
生
生

活
担
当
と
し
て
、
学
生
の
入
学
か
ら
卒
業

ま
で
に
至
る
学
業
及
び
生
活
面
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
職
務
を
担
当
致
し
ま
す
。
経
験

上
、
皆
様
の
お
子
様
と
の
か
か
わ
り
が
最

も
多
い
立
場
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
常

に
学
生
個
々
の
視
点
に
立
っ
て
、
彼
ら
に

と
っ
て
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
  

  
 
 

 

入
試
・
広
報
担
当 

井 

手 

一 

郎  
 
 

昨
年
、
中
央
教
育
審
議
会
が
高
校
大
学

の
教
育
と
大
学
入
学
者
選
抜
の
抜
本
的
な

改
革
を
提
言
し
ま
し
た
。
こ
の
改
革
案
が

今
後
の
実
践
的
な
試
行
錯
誤
の
中
で
ど
の

よ
う
な
紆
余
曲
折
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る

の
か
現
時
点
で
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
が
、

提
言
の
良
い
部
分
を
咀
嚼
し
、
本
学
の
主

体
的
な
改
革
の
過
程
に
吸
収
し
て
い
く
こ

と
は
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
一
つ
と
考

え
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。  

  副
研
究
科
長
挨
拶  

永 

田 

え
り
子 

 
 

 
 

 

大
学
院
と
は
知
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
場
所
で
す
。
本
研
究
科
は
複
数
指
導

体
制
と
長
期
履
修
制
度
と
い
っ
た
工
夫
に

よ
っ
て
、
時
間
の
少
な
い
方
々
に
も
良
質

な
研
究
成
果
を
生
産
し
て
い
た
だ
け
る
環

境
を
整
え
て
お
り
、
そ
し
て
実
際
に
成
果

を
出
し
て
お
り
ま
す
。
お
子
様
方
は
も
と

よ
り
、
皆
様
方
ご
自
身
に
つ
き
ま
し
て
も
、

ど
う
ぞ
進
学
を
ご
一
考
下
さ
い
。
と
も
に

新
し
い
知
を
創
造
で
き
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。 

  

滋賀大学経済学部後援会だより 
発行／彦根市馬場一丁目１－１ 滋賀大学経済学部後援会 発行責任者／戸田 茂 

                       URL：http://www.econ.shiga-u.ac.jp/main.cgi?c=31 

 

戸田後援会会長 

 

後列 大濵 井手 太田 各副学部長 

前列 永田副研究科長 小倉学部長 

目 次 

後援会会長・学部長等挨拶 ・・・・１ 

卒業式・答辞 ・・・・・・・・・・２ 

入学式・誓詞 ・・・・・・・・・・３ 

入学状況・大学紹介 ・・・・・・・４ 

学生活動だより ・・・・・・・・・６ 

国際交流 ・・・・・・・・・・・・７ 

就職活動と支援・就職状況 ・・・・９ 

進学先・就職先一覧 ・・・・・・１２ 

資格取得等報奨制度 ・・・・・・１４ 

平成２６年度決算・後援会総会・・１５ 

平成２７年度予算・役員名簿・・・１６ 



第１２号           滋賀大学経済学部後援会だより          平成27年６月１日  

－ 2 － 

 

平
成
26
年
度
滋
賀
大
学
卒
業
証
書
・
学

位
記
、
大
学
院
研
究
科
学
位
記
、
特
別
支

援
教
育
専
攻
科
修
了
証
書
授
与
式
を
３
月

25
日
午
後
1
時
か
ら
、
大
津
市
の
び
わ

湖
ホ
ー
ル
で
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
教
育
学
部
２
４
４
名
、
経

済
学
部
５
５
３
名
、
大
学
院
教
育
学
研
究

科
４
８
名
、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
３
７

名
、
専
攻
科
８
名
、
大
学
院
経
済
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
５
名
の
合
計
８
９
５
名

が
本
学
を
巣
立
ち
ま
し
た
。 

 

佐
和
学
長
か
ら
の
学
部
、
大
学
院
、
専

攻
科
の
代
表
者
へ
の
卒
業
証
書
等
の
授
与

に
続
き
、
学
長
告
辞
で
「
す
べ
て
の
人
々

が
豊
か
で
幸
せ
な
社
会
を
創
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
御
活
躍

な
さ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
の
は
な

む
け
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
在
校
生
を
代
表
し
て
教
育
学
部
３
回

生
の
伴
直
樹
さ
ん
か
ら
お
祝
い
と
感
謝
の

言
葉
、
ま
た
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
経
済

学
部
卒
業
生
の
加
藤
廣
子
さ
ん
か
ら
「
戦

後
70
年
目
の
節
目
と
な
る
年
に
社
会
へ
と

巣
立
つ
私
た
ち
は
、
平
和
の
意
味
を
深
く

考
え
、
困
難
な
状
況
の
中
で
も
努
力
を
怠

ら
ず
、
常
に
学
び
、
自
己
研
鑽
に
励
ん
で

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
社
会
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
」
と
の
決
意
と
教
職
員
、
在
校
生

へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
引
き
続
き
、
学
業
成
績
優
秀
者
学
長
賞

表
彰
が
行
わ
れ
、
教
育
学
部
と
経
済
学
部

に
お
い
て
、
在
学
期
間
中
に
最
も
優
れ
た

学
業
成
績
を
挙
げ
た
教
育
学
部
卒
業
生
の

藤
原
彩
夏
さ
ん
と
経
済
学
部
卒
業
生
の
中

山
竜
希
さ
ん
の
２
名
に
、
佐
和
学
長
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
そ
の
努
力

と
成
果
を
称
え
ま
し
た
。 

 
 
 

 

答 
 

辞 

桜
の
蕾
も
開
き
始
め
、
琵
琶
湖
に
吹
く

風
に
も
春
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。 

 

本
日
、
平
成
26
年
度
滋
賀
大
学
卒
業
証

書
授
与
式
に
あ
た
り
、
諸
先
生
方
、
ご
来

賓
各
位
、
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
方
に
ご

臨
席
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
、
私
達
卒
業

生
に
と
り
ま
し
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で

す
。
卒
業
生
を
代
表
し
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

只
今
、
佐
和
学
長
か
ら
温
か
い
励
ま
し

の
お
言
葉
を
賜
り
、
ま
た
在
校
生
の
方
か

ら
心
の
こ
も
っ
た
送
辞
を
頂
き
、
卒
業
生

一
同
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

振
り
返
り
ま
す
と
、
４
年
前
、
私
達
の

大
学
生
活
は
、
東
北
地
方
を
襲
っ
た
未
曾

有
の
東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
自
然
災
害
、
原
発
事
故
な
ど

社
会
や
人
間
の
営
み
を
真
摯
に
思
考
す
る

４
年
間
で
し
た
。
不
安
と
期
待
を
胸
に
始

ま
っ
た
大
学
生
活
も
、
は
や
４
年
の
歳
月

が
過
ぎ
、
無
事
に
今
日
と
言
う
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
諸
先
生
方
の
熱

心
な
ご
指
導
の
下
、
私
に
は
若
い
学
生
の

皆
様
と
共
に
、
勉
学
に
打
ち
込
め
る
喜
び

を
か
み
し
め
る
日
々
で
し
た
。
今
、
世
界

的
に
広
が
る
格
差
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら

す
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
氏
の
著
作
「
21
世
紀

の
資
本
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
教
育
の
機
会
ま
で
も
が
世
代
間

継
承
さ
れ
る
中
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
本
学

が
、
学
び
た
い
者
誰
も
に
門
戸
を
開
け
て

い
る
懐
の
深
さ
に
感
謝
の
念
を
禁
じ
え
ま

せ
ん
。
愛
情
あ
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
頂
い

た
先
生
方
、
職
員
の
皆
様
へ
の
深
い
感
謝

の
気
持
ち
と
決
意
を
胸
に
本
日
新
た
な
社

会
へ
と
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。 

 

私
達
を
取
り
巻
く
社
会
は
今
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
中
で
様
々
な
問
題
を
呈
し
て
い
ま

す
。
世
界
で
は
宗
教
や
人
種
間
、
国
家
間

の
対
立
か
ら
暴
力
と
怨
恨
の
連
鎖
が
狂
気

の
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
生
み
、
大
気
汚
染
や
温

暖
化
に
よ
る
地
球
環
境
の
破
壊
が
進
行

し
、
い
く
つ
か
の
国
で
は
国
家
財
政
の
危

機
的
状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
内
に

目
を
転
じ
れ
ば
未
だ
制
御
で
き
な
い
原
発

平
成
26
年
度 

卒 

業 

式 

答辞を述べる加藤さん 

告辞を述べる佐和学長 

学長賞表彰を受ける中山さん  
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事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
水
の
漏
洩
、
残

虐
な
少
年
犯
罪
、
改
善
さ
れ
な
い
国
家
財

政
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
赤
字
、

労
働
行
政
の
更
な
る
規
制
緩
和
に
よ
る
不

安
定
雇
用
の
増
加
、
少
子
高
齢
化
等
困
難

な
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
社
会
に
旅
立
つ
若

い
仲
間
の
皆
さ
ん
は
新
生
活
へ
の
大
き
な

期
待
と
共
に
不
安
も
入
り
混
じ
っ
た
気
持

ち
で
し
ょ
う
。
し
か
し
本
学
で
学
び
培
わ

れ
た
普
遍
的
な
知
識
は
人
生
の
折
々
に
必

ず
や
糧
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
切
り

開
く
原
動
力
と
な
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
で
昨
年
は
３
名

の
日
本
人
研
究
者
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
テ

ニ
ス
、
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、
水
泳
等
の

種
目
で
世
界
的
な
活
躍
を
見
せ
る
選
手
も

私
た
ち
を
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
戦
後

70
年
目
の
節
目
と
な
る
年
に
社
会
へ
と
巣

立
つ
私
達
は
、
平
和
の
意
味
を
深
く
考

え
、
困
難
な
状
況
の
中
で
も
努
力
を
怠
ら

ず
、
常
に
学
び
、
自
己
研
鑽
に
励
み
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
所

存
で
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
滋
賀
大
学
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
諸
先
生
方
、
職
員
の

皆
様
、
ご
来
賓
や
ご
家
族
の
方
々
の
ご
健

康
、
ご
活
躍
、
並
び
に
在
校
生
の
皆
様
の

益
々
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
致
し
ま
し
て
、

答
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
27
年
３
月
25
日

卒
業
生
代
表 

経
済
学
部

加
藤
廣
子 

４
月
６
日
（
月
）
大
津
市
の
「
び
わ
湖

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
、
教
育
学

部
２
５
２
名
、
経
済
学
部
６
０
６
名
、
大

学
院
教
育
学
研
究
科
５
９
名
、
大
学
院
経

済
学
研
究
科
３
８
名
（
う
ち
博
士
後
期
課

程
４
名
）
、
特
別
支
援
教
育
専
攻
科
１
１

名
の
総
計
９
６
６
名
が
、
学
生
生
活
の
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
学
歌
斉
唱
の
の
ち
、
入
学

生
を
代
表
し
て
経
済
学
部
上
原
竜
弥
さ
ん

が
宣
誓
を
行
い
、
「
学
則
を
守
り
、
学
生
の

本
分
を
尽
く
す
こ
と
」
を
誓
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
佐
和
学
長
か
ら
「
４
年
後
の

君
た
ち
が
、
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
な
専

門
職
業
人
と
し
て
本
学
を
巣
立
っ
て
行
か

れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
告
辞
が
あ
り
ま
し

た
。続

い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
経
済
学
部
陵

水
会
戸
田
一
雄
理
事
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、

そ
の
後
在
学
生
を
代
表
し
て
教
育
学
部
４

回
生
の
山
田
毬
花
さ
ん
か
ら
歓
迎
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
、
入
学
を
祝
し
ま
し
た
。 

式
典
終
了
後
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
・
イ
ン
・
滋

賀
大
学
」
が
開
催
さ
れ
、
健
康
に
関
す
る

講
演
会
と
、
在
学
生
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
の
紹
介
が
あ
り
、
入
学
生
は
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
大
学
生
活
に
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

経済学部学生によるるプロジェクトの紹介 

平
成
27
年
度 

入

学

式

祝辞を述べる戸田陵水会理事長 

宣誓する上原さん 



第１２号 滋賀大学経済学部後援会だより 平成27年６月１日 

－ 4 － 

大

学

紹

介

◆

事
業
の
取
り
組
み
紹
介

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
教
授

楠
田
浩
二

背
景
と
目
的 

１
９
８
０
年
代
以
降
の
金
融
技
術
革
新

（
先
物
・
オ
プ
シ
ョ
ン
等
の
新
型
保
険
の

普
及
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
最
適
化
・
管
理

等
の
金
融
工
学
の
発
展
）
と
金
融
シ
ス
テ

ム
の
市
場
型
化
（
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
、
銀

行
中
心
型
か
ら
市
場
型
間
接
型
金
融

へ
）
、
所
謂
「
金
融
革
命
」
は
金
融
機
能

を
飛
躍
的
に
高
度
化
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
中
で
発
生
し
た
世
界
金
融
危
機
を
背
景

に
、
従
来
の
リ
ス
ク
管
理
技
術
・
制
度
の

高
度
化
に
加
え
、
こ
れ
に
よ
り
一
層
高
度

化
し
た
金
融
技
術
・
制
度
を
習
得
し
将
来

の
市
場
型
間
接
金
融
中
心
の
金
融
シ
ス
テ

ム
を
担
え
る
「
高
度
金
融
専
門
人
材
」
が

待
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
平
成
バ
ブ

ル
崩
壊
以
降
長
期
停
滞
に
喘
ぐ
我
が
国
に

と
っ
て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
案
件
の
真

偽
を
見
極
め
、
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ー
を
持
続

的
に
供
給
出
来
る
金
融
シ
ス
テ
ム
の
再
生

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
担
う
高

度
金
融
専
門
人
材
の
育
成
は
金
融
機
関
に

人
材
を
輩
出
し
て
き
た
本
学
部
の
使
命
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
本
学
部
は
４
単
位
コ
ア
科
目
、

国
立
大
最
大
規
模
の
会
計
学
科
、
国
立
大

唯
一
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
、
学
習
教
育

支
援
室
・
学
習
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
等
の
自

主
的
集
団
学
習
環
境
、
少
人
数
教
育
体
制

等
に
特
色
・
強
み
を
有
し
て
い
ま
す
。 

証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
試
験
合
格
支
援
体
制

の
整
備
は
、
こ
う
し
た
本
学
部
の
特
色
・

強
み
で
あ
る
教
育
資
源
を
結
集
し
、
社
会

的
要
請
の
強
い
高
度
金
融
専
門
人
材
を
育

成
す
る
為
の
教
育
体
系
の
構
築
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
殆
ど
全
て
の
大
学

教
育
改
革
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
同
目
的

達
成
の
途
上
に
も
、
学
生
の
学
習
意
欲
が

非
常
に
低
い
と
い
う
最
大
の
障
害
が
横
た

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が

「
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
試
験
」
で
す
。

証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
試
験
の
戦
略
的
活
用

「
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
試
験
」
は
日
本
証

券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
に
よ
り
提
供
さ
れ
る

1
次
・
2
次
か
ら
な
る
試
験
で
あ
り
、

同
2
次
試
験
合
格
と
3
年
間
の
実
務
経

験
に
よ
り
日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
検

定
会
員
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
1
次
試

験
は
「
証
券
分
析
と
Ｐ
Ｍ(

ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
」
「
財
務
分

析
」
「
経
済
」
の
3
科
目
、
2
次
試
験

は
「
証
券
分
析
と
Ｐ
Ｍ
」
「
Ｃ
Ｆ
（
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）
と
企
業
分

析
」
「
市
場
と
経
済
」
「
職
業
倫
理
・
行

為
基
準
」
の
4
科
目
と
金
融
・
経
済
の
広

範
囲
に
亘
っ
て
お
り
、
高
度
金
融
専
門
人

材
を
養
成
す
る
目
的
に
適
合
し
て
い
る
と

思
料
し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
次
試
験
合
格

は
一
流
金
融
機
関
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
就
職
活
動
前
の
2
次
試

平成27年度 入学状況 

入学試験状況（経済学部・大学院経済学研究科）  滋賀大学入学者一覧 

都道府県別入学者数（経済学部（３年次編入は除く）） 

北海道 4 0.7% 福井県 14 2.4% 奈良県 15 2.6% 佐賀県 1

秋田県 1 0.2% 長野県 6 1.0% 和歌山県 4 0.7% 長崎県 4

山形県 1 0.2% 岐阜県 59 10.1% 鳥取県 4 0.7% 大分県 1

栃木県 2 0.3% 静岡県 8 1.4% 島根県 3 0.5% 宮崎県 5

埼玉県 2 0.3% 愛知県 95 16.2% 岡山県 5 0.9% 鹿児島県 3

千葉県 1 0.2% 三重県 20 3.4% 広島県 7 1.2% 沖縄県 1

東京都 2 0.3% 滋賀県 76 13.0% 香川県 2 0.3% 留学生 14

神奈川 1 0.2% 京都府 107 18.3% 愛媛県 4 0.7% その他 2

富山県 4 0.7% 大阪府 38 6.5% 高知県 1 0.2%

石川県 4 0.7% 兵庫県 62 10.6% 福岡県 3 0.5% 　合計 586

区　分 定員 志願者 受験者 合格者 入学者

昼間主 500 2,973 1,834 670 539

夜間主 50 202 190 94 47

３年次編入 20 89 72 37 20

計 570 3,264 2,096 801 606

前期課程 42 79 76 40 34

後期課程 6 8 8 5 4

計 48 87 84 45 38

経済学部

前期課程 ３４

後期課程 ４

教育学部

大学院教育学研究科

特別支援教育専攻科

入学者合計

大学院
経済学研究科

６０６

９６６

１１
５９

２５２
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を
調
査
し
て
デ
ー
タ
を
取
り
、
目
録
を
作

成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

地
道
な
調
査
と
整
理
作
業
が
、
当
館
で
の

あ
ら
ゆ
る
事
業
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
当
館
で
は
、
史
料
目
録
と
共
に
論

文
や
研
究
ノ
ー
ト
な
ど
を
掲
載
し
た
『
研

究
紀
要
』
を
年
一
回
刊
行
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
一
階
に
は
展
示
室
が
あ
り
、
こ
こ

で
は
近
江
商
人
の
商
用
道
具
や
古
文
書
な

ど
を
展
示
す
る
常
設
展
と
、
春
・
秋
の
年

二
回
開
催
す
る
企
画
展
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
（
と
も
に
観
覧
無
料
）
。 

史
料
館
の
建
物
は
平
成
七
年
（
一
九
九

五
）
に
竣
工
し
た
も
の
で
、
今
年
で
新
営

二
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し

て
、
今
年
の
秋
季
企
画
展
で
は
重
要
文
化

財
「
菅
浦
文
書
」
を
多
数
公
開
い
た
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

  

 

春
季
展
示
は
「
江
戸
時
代
の
村
に
生
き

る
―
菅
浦
共
有
文
書
か
ら
」
と
題
し
て
、

五
月
一
一
日
～
六
月
一
二
日
の
日
程
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
後
援
会
の
皆
様
方
に

も
ご
来
館
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   天
皇
杯
・
皇
后
杯 
平
成
26
年
度
全
国
日

本
卓
球
選
手
権
大
会
（一
般
の
部
）に
出
場 

 

本
学
部
３
回
生
（
卓
球
部
）
堀
本
直
孝

君
が
、
平
成
26
年
９
月
28
日
に
草
津
市

総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ

た
「
平
成

26

年
度
全
日
本

卓
球
選
手
権

大

会
（
一

般

の

部
）
滋

賀

県

予

選
」
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
に
お
い
て
見
事
、
第

２
位
に
輝
い
た
こ
と
に
よ
り
、
「
天
皇

杯
・
皇
后
杯 

平
成
26
年
度
全
日
本
卓
球

選
手
権
大
会
（
一
般
の
部
）
」
（
平
成
27

年
１
月
12
日
～
18
日
：
東
京
・
代
々
木

第
一
体
育
館
）
に
出
場
し
ま
し
た
。 

 

「
天
皇
杯
・
皇
后
杯 

平
成
26
年
度
全

日
本
卓
球
選
手
権
大
会
」
は
、
卓
球
の
日

本
一
を
決
定
す
る
国
内
最
高
峰
の
大
会
で

す
。
今
後
、
堀
本
君
を
は
じ
め
本
学
部
卓

球
部
の
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

全
日
本
学
生
ボ
ー
ド
セ
ー
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
大
学
対
抗
戦
に
お
い
て
3
位  

 

平
成
27
年
３
月
５
日
～
８
日
に
和
歌
山

セ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
２
０
１
４
年
度
全
日
本
学
生
ボ
ー
ド

セ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
大
学
対
抗
戦
」

に
お
い
て
、
本
学
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

部
が
見
事
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。 

 

本
大
会
は
、
今
回
の
開
催
で
39
回
目
の

開
催
を
迎

え
た
伝
統

と
歴
史
の

あ
る
大
規

模
な
全
国

大
会
で
す
。

そ
の
大
会

に
お
い
て
滋
賀
大
学
歴
代
最
高
の
成
績
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。  

経
済
学
部
株
式
投
資
研
究
会 

 
 

『日
経
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
』に
お
い
て
全
国
２
位 

 
 

個
人
の
部
で
は
３
位
、
４
位 

本
学
部
の
「
株
式
投
資
研
究
会
」
の
Ａ

チ
ー
ム
が
、
２
０
１
４
年
11
月
開
催
の

「
日
経
Ｔ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
学

生
団
体
対

抗
戦
」
に

お
い
て
、

惜
し
く
も

団
体
三
連

覇
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
京
大
学

を
含
む
全
国
85
団
体
中
、
堂
々
の
団
体
賞

２
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。  

<

参
加
メ
ン
バ
ー> 

・
チ
ー
ム
Ａ
（
７
名
） 

 

４
回
生
：
金
山
健
、
丹
羽
伸
茂
、
山
口
正
倫 

   

３
回
生
：
阿
久
根
成
哲
、
遠
藤
巧
稀
、 

 
 
 
   

岡
村
加
奈
、
後
藤
大
地 

附属史料館外観 

学
生
活
動
だ
よ
り 

平
成
二
七
年
度 

附
属
史
料
館
新
営
二
〇

周
年
記
念
春
季
展
示
の
ご
報
告 

  滋賀県予選（草津市総合体育館） 
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・
チ
ー
ム
Ｂ
（
５
名
） 

２
回
生
：
伊
藤
雅
浩
、
藤
浦
正
典 

１
回
生
：
小
山
幹
生
、
久
岡
賢
治
、 

 
 
 
 
 
 

眞
鍋
智
生 

 

ま
た
、
個
人
の
部
に
お
い
て
も
、
山
口

正
倫
君
が
全
国
３
位
（
前
回
２
位
）
、
丹
羽

伸
茂
君
が
同
４
位
（
前
回
８
位
）
に
入
賞

し
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。 

な
お
、
下
回
生
参
加
の
チ
ー
ム
Ｂ
は
惜

し
く
も
11
位
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
女
子
チ
ー
ム 

 

 
 
 

近
国
体
優
勝 

 

平
成
26
年
８
月
19
・
20
日
に
開
催
さ

れ
た
第
52
回
近
畿
地
区
国
立
大
学
体
育
大

会
（
大
阪
市
中
央
体
育
館
）
に
お
い
て
、

本
学
部

バ
ド
ミ

ン
ト
ン

部
女
子

チ
ー
ム

が
昨
年

度
に
続

き
今
年

度
も
団

体
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

 

全
参
加
校
１
０
校
の
中
か
ら
の
見
事
な

優
勝
で
、
一
昨
年
度
よ
り
連
続
優
勝
が
続

い
て
い
ま
す
。 

連
覇
の
継
続
を
目
指
し
、
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。  

   

   

◆
交
換
留
学 

タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学 

 
 

経
済
学
科 

浅 

野 

祥 

平 

私
は
、
約
４
か
月
半
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ

イ
大
学
に
留
学
を
し
た
。
こ
の
留
学
を
総

括
す
る
と
大
き
く
分
け
て
２
点
に
尽
き

る
。
１
点
目
は
「
後
悔
」
、
２
点
目
は

「
刺
激
」
で
あ
る
。 

○
「
後
悔
」 

最
初
に
挙
げ
た
「
後
悔
」
と
い
う
の

は
、
語
学
面
に
対
し
て
強
く
抱
い
て
い

る
。
私
が
留
学
を
始
め
る
前
、
タ
イ
語
を

勉
強
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
が
故
に
、
チ
ェ

ン
マ
イ
で
の
生
活
は
文
字
通
り
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
私

は
、
放
課
後
や
休
日
は
外
出
を
し
、
街
を

歩
い
て
い
る
タ
イ
人
に
話
し
か
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
タ
イ
語
の
練
習
を
行
う
よ
う
に

し
た
。
話
し
か
け
た
の
は
屋
台
で
暇
そ
う

に
し
て
い
る
お
ば
ち
ゃ
ん
や
、
お
寺
に
い

る
高
尚
そ
う
な
僧
侶
ま
で
様
々
だ
っ
た

が
、
そ
れ
が
功
を
奏
し
た
の
だ
ろ
う
か
、

１
セ
メ
ス
タ
ー
を
終
え
る
こ
ろ
に
は
友
達

や
先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と

は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
自
分
で
も
ま
だ

ま
だ
伸
び
代
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
の

で
、
１
セ
メ
ス
タ
ー
で
帰
国
す
る
の
は
非

常
に
悔
や
ま
れ
た
。 

○
「
刺
激
」 

そ
の
中
で
も
２
点
目
に
挙
げ
た
「
刺

激
」
を
得
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
私
の

当
初
の
留
学
の
目
的
は
、
タ
イ
の
文
化
を

理
解
す
る
と
と
も
に
個
人
的
に
大
変
興
味

の
あ
っ
た
、
タ
イ
に
お
け
る
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
現
状
を
こ
の
目
で
確
認
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
私
が
特
に
注
目
し
た
の

は
鉄
道
の
現
状
で
あ
っ
た
が
、
結
論
か
ら

述
べ
る
と
、
車
依
存
社
会
の
タ
イ
に
お
い

て
は
鉄
道
が
極
め
て
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
実
感
で
き

た
。
実
際
に
、
バ
ン
コ
ク
～
チ
ェ
ン
マ
イ

間
を
結
ぶ
タ
イ
国
鉄
北
本
線
、
総
距
離
７

５
１
・
４
２
㎞
の
道
の
り
を
15
時
間
か
け

て
完
乗
し
た
の
だ
が
、
そ
の
計
画
を
タ
イ

人
の
友
達
に
話
し
て
み
る
と
、
「
盗
人
に

気
を
付
け
て
」
「
汚
い
」
「
遅
い
か
ら
や

め
た
ほ
う
が
よ
い
」
「
心
配
だ
」
と
何
度

も
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
タ
イ
人
が
そ
の

よ
う
に
言
う
の
も
わ
か
ら
な
い
で
も
な

い
。
同
区
間
な
ら
ば
飛
行
機
を
利
用
す
れ

ば
１
時
間
も
か
か
ら
な
い
し
、
実
際
に
私

が
乗
車
し
た
一
等
車
に
お
い
て
で
も
ゴ
キ

ブ
リ
が
現
れ
る
よ
う
な
現
状
で
あ
る
し
、

乗
車
す
る
数
日
前
に
も
別
の
区
間
で
脱
線

事
故
が
あ
っ
た
く
ら
い
だ
。
タ
イ
人
の
主

な
移
動
手
段
は
車
や
原
動
付
自
転
車
で
あ

り
、
街
中
で
慢
性
的
と
な
っ
て
い
る
ひ
ど

い
渋
滞
を
見
て
も
、
い
か
に
そ
れ
ら
が
重

宝
さ
れ
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。
私

は
こ
の
よ
う
な
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
ふ
つ
ふ
つ
と
悔
し
さ
が
こ
み
上
げ
て

き
た
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
、
タ
イ
に
お
い
て

鉄
道
が
虐
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
私
の
考

え
の
中
で
は
、
鉄
道
が
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

重
要
部
分
を
担
う
こ
と
は
も
は
や
当
然
で

あ
っ
た
た
め
、
か
な
り
の
衝
撃
を
受
け

た
。
将
来
的
に
、
鉄
道
車
両
メ
ー
カ
ー
や

イ
ン
フ
ラ
関
連
の
職
に
就
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
た
め
、
今
回
の
こ
の
経
験
と
見
聞

き
し
た
こ
と
は
、
将
来
に
と
っ
て
の
大
き

な
「
刺
激
」
と
な
っ
た
。
で
き
る
こ
と
な

ら
、
仕
事
を
す
る
う
え
で
私
の
タ
イ
語
の

伸
び
代
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
、
か
つ
タ
イ
の
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
に
関
わ

る
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
感
じ
で
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

イ
ン
フ
ラ
事
情
を
私
の
手
で
変
革
さ
せ
て

み
せ
る
と
い
う
野
望
を
、
私
に
生
じ
さ
せ

国 
 

際 
 

交 
 

流 

留 

学 

体 

験 

記 
 

バンコク ファランポーン駅構内 
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て
く
れ
た
今
回
の
留
学
は
結
果
的
に
良
い

も
の
だ
と
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

 
 

◆
短
期
海
外
研
修 

 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
２
０
１
５ 

 
 

経
済
学
科 
森 

永 

將 

義 

 

中
学
、
高
校
、
大
学
で
習
っ
て
き
た
英

語
と
は
違
っ
た
オ
ー
ジ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
独
特
の
英
語
）

が
学
べ
た
こ
と
が
と
て
も
興
味
深
か
っ

た
。
そ
れ
に
加
え
て
他
国
か
ら
留
学
に
来

て
い
る
留
学
生
か
ら
も
少
し
言
葉
を
教
え

て
も
ら
え
た
こ
と
で
英
語
以
外
に
も
学
べ

る
語
学
が
あ
っ
た
。
言
葉
以
外
に
も
表
情

(

特
に
眉
）
や
、
身
振
り
手
振
り
を
利
用
し

て
相
手
と
の
意
思
疎
通
を
図
ろ
う
と
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
自
分
か
ら
の
情
報

発
信
の
す
べ
が
拡
大
し
た
と
実
感
で
き

た
。
ま
た
他
人
へ
の
親
切
心
は
、
日
本
と

比
べ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
は
と
て

も
優
れ
て
い
た
。
こ
の
経
験
は
日
本
に
持

ち
帰
っ
て
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。 

 

一
番
感
動
し
た
経
験
は
人
の
や
さ
し

さ
、
陽
気
さ
だ
っ
た
。
外
国
人
に
と
っ
て

日
本
人
が
い
か
に
忙
し
そ
う
で
悲
観
的
で

あ
る
か
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ

の
分
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
滞
在
し
て
い
る

期
間
は
郷
に
従
い
陽
気
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
た
。
日
本
に
帰
っ
て
も
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
の
陽
気
さ
を
保
つ
こ
と
が
で

き
た
ら
、
き
っ
と
今
ま
で
以
上
に
楽
し
い

生
活
が
送
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
っ

た
。 

 

し
か
し
、
陽
気
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

も
日
本
よ
り
も
危
険
な
こ
と
も
あ
る
。
持

ち
物
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
も

う
二
度
と
戻
っ
て
こ
な
い
こ
と
や
、
夜
遅

く
に
街
を
ぶ
ら
つ
い
て
い
る
場
合
は
、
怪

し
い
勧
誘
や
金
品
を
狙
っ
た
輩
に
狙
わ
れ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
日
本
に
い
る

と
き
よ
り
も
注
意
し
て
生
活
し
な
い
と
い

け
な
い
と
感
じ
た
。
さ
ら
に
、
交
通
機
関

の
遅
れ
は
茶
飯
事
で
、
予
定
よ
り
も
十
分

は
早
め
に
行
動
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
規
則
だ
て
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
い
い
影
響
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。 

今
回
の
留
学
で
満
足
で
き
た
こ
と
は
語

学
力
を
高
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
よ

り
も
、
今
ま
で
日
本
で
は
会
え
な
か
っ
た

外
国
の
人
た
ち
に
、
今
ま
で
使
っ
て
き
た

日
本
語
以
外
の
言
葉
で
話
す
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
た
経
験
や
、
自

分
が
今
ま
で
習
っ
て
き
た
英
語
が
現
地
で

本
当
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
証
明
で
き

た
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
。
で
き

れ
ば
ま
た
行
き
た
い
。  

 

 

東
北
財
経
大
学
中
国
語
研
修 

 
 

経
済
学
科 

大 

江 

結 

衣 

 

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
私
は
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

日
本
で
中
国
語
の
勉
強
を
し
て
い
た
時

は
文
法
中
心
の
授
業
で
し
た
が
、
こ
の
２

週
間
は
発
音
中
心
の
授
業
で
し
た
。
中
国

語
は
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
く
、
文

法
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
で
い
ま

し
た
が
、
実
際
の
日
常
生
活
で
は
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
異
な
る
だ
け
で
聞
き
取
っ

て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
多
く
、
発
音
の
大

切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
チ
ュ
ー
タ
ー
や
店
の
店
員
な
ど

中
国
人
と
交
流
す
る
時
に
語
彙
力
が
低

く
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ
ら
な

い
も
ど
か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で

は
見
慣
れ
な
い
光
景
や
習
慣
に
戸
惑
い
驚

く
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
日

に
日
に
慣
れ
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
語
学
だ
け
で
は
な
く
、
中
国

の
文
化
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
の
２
週
間
は
、
私
に
と
っ
て
と
て
も

良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

  
 

    平成26年度の主な留学先 

国　   名 大　  学　  名 留学者数

アメリカ合衆国 ミシガン州立大学連合   13(12) 

オーストラリア ディーキン大学    2(  2) 

メキシコ グアナファト大学   6(  5) 

中国 東北財経大学    5(  5) 

韓国 啓明大学   1(  0) 

タイ チェンマイ大学等   13(11) 

ノルウェイ ブスケルード・ベストフォールド大学    2(  0) 

台湾 國立高雄大学    1(  0) 

※経済学部生を掲載、（　）は短期研修者数で内数。

メルボルン St.Michael’s Church 右から２人目森永さん 

旅順 関東群司令部旧址博物館 後列左端大江さん 
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 就
職
支
援
に
つ
い
て
、
そ
し
て
支
援
に
つ

い
て
の
雑
感 

 
 

経
済
学
部
特
任
准
教
授 

 
 

就
職
支
援
室
長 
小
野 

晶
生 

 

後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
素
よ
り
経
済
学
部
の
支
援
活
動
に
多
大

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

本
学
部
の
就
職
状
況
の
特
徴 

 

本
学
部
の
卒
業
生
は
、
前
身
の
旧
制
彦

根
高
等
商
業
学
校
時
代
か
ら
の
90
余
年
の

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
各
方
面
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
大
多
数
は
、
金
融
・
保
険
・
商

業
・
製
造
業
・
Ｉ
Ｔ
業
界
等
全
国
的
規
模

で
経
済
界
に
進
出
し
活
躍
し
て
い
ま
す

が
、
官
公
庁
・
教
育
界
・
学
界
へ
も
進
出

し
て
い
ま
す
。 

本
学
部
は
伝
統
的
に
高
い
就
職
率
を
誇
っ

て
い
ま
す 

１
、
昨
年
（
平
成
26
年
）
度
の
就
職
状
況 

① 

本
学
部
の
就
職
決
定
率
は
一
昨
年
（
９

３
．
６
％
）
を
１
．
８
ポ
イ
ン
ト
上

回
る
９
５
．
４
％
。 

      

＊
就
職
決
定
率
＝
就
職
決
定
者
／

就
職
希
望
者 

② 

業
種
別
就
職
先
で
は
、
伝
統
的
に
４
人

に
１
人
は
金
融
業
に
進
む
傾
向
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
は
製
造
業

の
復
調
に
伴
い
、
こ
の
２
業
種
が
拮

抗
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
卸
売
業
と
官
公
庁
が
各
１

割
弱
と
続
き
、
Ｉ
Ｔ
業
界
や
小
売
業

が
各
７
．
８
％
を
占
め
る
と
い
う
構

成
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

③ 

企
業
規
模
別
で
は
、
大
企
業
へ
の
就
職

率
が
６
割
強
と
大
企
業
志
向
は
伝
統

的
に
変
わ
ら
な
い
と
い
え
ま
す
。 

２
、
昨
年
（
平
成
26
年
）
度
は
、
経
団
連 

 

倫
理
憲
章
見
直
し
３
年
目
。
前
年
度
と

同
様
、
昨
年
12
月
１
日
か
ら
企
業
の

採
用
広
報
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
が
、

前
倒
し
傾
向
が
前
年
よ
り
も
更
に
進
展

し
ま
し
た
。
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
か
Ｏ

Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
活
動
に
よ
り
、
早
期

の
囲
い
込
み
が
横
行
し
た
模
様
で
す
。

倫
理
憲
章
で
は
採
用
選
考
開
始
日
と

な
っ
て
い
る
４
月
１
日
過
ぎ
に
は
内
定

出
し
が
続
出
し
ま
し
た
。 

本
年
（
平
成
27
年
）
度
か
ら
就
職
戦
線
は

大
変
化 

本
年
（
平
成
27
年
）
度
か
ら
、
３
回
生

時
の
学
業
へ
の
支
障
を
極
力
避
け
る
と
い

う
大
義
名
分
に
基
づ
き
、
就
職
活
動
・
採

用
活
動
に
大
き
な
転
機
が
訪
れ
ま
し
た
。 

●
企
業
の
採
用
広
報
開
始
は
３
回
生
の
３

月

か

ら
（
従

来

は

３

回

生

の

12

月
）
と
３
か
月
後
ろ
倒
し
。 

●
選
考
開
始
は
４
回
生
の
８
月
か
ら
（
従

来
は
４
回
生
の
４
月
）
と
４
か
月
後
ろ

倒
し
。 

●
内
定
は
４
回
生
の
10
月
（
従
来
も
４
回

生
の

10

月
：
９
月
末
ま
で
は
内
々

定
）
で
変
わ
ら
ず
。 

本
学
部
及
び
就
職
支
援
室
の
進
路
・
就
職

サ
ポ
ー
ト 

そ
れ
で
は
、
前
述
の
よ
う
な
就
職
戦
線

の
動
向
に
対
し
て
の
本
学
部
の
取
り
組
み

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
の
よ

う
に
十
二
分
過
ぎ
る
位
に
充
実
し
た
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

① 

Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
滋
賀
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
＝Shiga 

U
niversity‘s 

C
am

pus 
C

om
puter 

E
ducation

 
 

Su
pport

 
 

System

）
メ

イ
ン
の
「
就
学
情
報
」
以
外
に
「
就
職

情
報
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情

報
」
収
集
に
大
い
に
活
用
で
き
ま
す
。 

② 

『
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
求
人
情
報
提
供 

シ
ス
テ
ム
』 

 
 

「
滋
賀
大
学

経

済

学

部

生
」
が
欲
し

い
と
い
う
熱

い
想
い
を
込
め

て
、
企
業
・
団

体
等
か
ら
年

間
延
べ
約
１
，

３
０
０
件
の
求
人
票
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
各
学
生
の
し
が
だ
い
ID
・
パ

ス
ワ
ー
ド
に
よ
り
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
か
ら
で
も

ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
。 

 
 

 

③ 

就
職
支
援
室

で
の
就
職
相

談
～
進
路
・

就
職
に
関
す

る
相
談
な
ら

何
で
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。
原
則

週
４
日
で
す

の
で
、
電
話

予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

                      TEL:0749-27-1033 
 
 
 
 
 

毎
年
延
べ
３
５
０
人
前
後
の
学
生
が

相
談
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

④ 

就
職
支
援
室
で
の
情
報
提
供 

 

⑴
個
別
企
業
か
ら
の
企
業
情
報
及
び

業
界
情
報
の
集
約 

 

 

⑵
個
別
企
業
・
団
体
か
ら
の
求
人
情

報
・
企
業
説
明
会
情
報
の
集
約
→
『
彦

根
キ
ャ
ン
パ
ス
求
人
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
』 

⑶
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
訪
問
の
た
め
の

情
報
提
供 

⑷
進
路
決
定
者
か
ら
の

「
進
路
報
告
書
」
の
集
約
→
後
輩
た

ち
の
就
活
へ
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス 

⑸
就
職
活
動
関
連
の
書
籍
・
雑
誌
・

日
経
新
聞
等
の
集
約 

⑹
就
職
講
座
・

ガ
イ
ダ
ン
ス
等
の
動
画
視
聴
・
資
料

提
供 

⑺
大
学
連
携
及
び
公
募
型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
の
集
約 

⑻
公
務

員
情
報
、
大
学
院
情
報
、
税
理
士
等

専
門
職
情
報
も
集
約
。 

⑼
Ｐ
Ｃ
活
用

に
よ
る
就
職
情
報
収
集 

 
 

 

⑤ 

就
職
支
援
室
長
に
よ
る
１
回
生
対
象

就
職
活
動
と
支
援 

 
 

求人情報提供システム 就職支援室での相談風景 

⇒
 

就職相談室の室内 

TEL:０７４９－２７－１０３３
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の
『
滋
賀
大
学
で
学
ぶ
～
卒
業
後
の

進
路
と
就
職
支
援
』
、
２
回
生
対
象

の
『
２
回
生
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
』
、
３
回
生
対
象
の
『
就
職
基

礎
講
座
～
就
職
活
動
の
進
め
方
』
、

『
就
職
基
礎
講
座
～
採
用
選
考
準

備
』
の
各
講
座
。 

⑥ 

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
の
充
実
し
た 

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

⑦ 

教
職
員
に
よ
る
企
業
へ
の
採
用
人
数

拡
大
要
請 

⑧ 

就
業
力
育
成
支
援
室
で
の
支
援 

本
学
部
の
特
徴
と
し
て
、
本
学
部
卒
業
生

に
よ
る
数
々
の
就
職
支
援 

 

本
学
部
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
「
陵
水

会
」
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
中
心
に
し
て
、
次
の

よ
う
な
支
援
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

⑴
「
学
内
合
同
企
業
説
明
会
」
：
本
年
は

３
月
・
４
月
に
実
施
し
、
卒
業
生
が
就
職

を
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
企
業
で
、

有
名
大
手
企
業
中
心
に
１
８
８
社
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
１
６
８
社
で

し
た
。 

⑵
陵
水
懇
話
会
：
卒
業
後
25
年

の
先
輩
た
ち
１
０
数
名
に
お
見
え
い
た
だ

き
、
業
界
紹
介
を
中
心
に
働
く
と
い
う
こ

と
に
つ
き
、
い
ろ
い
ろ
と
懇
談
し
て
も
ら

い
ま
す
。
昨
年
は
１
６
０
名
ほ
ど
の
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

 

⑶
陵
水
若
手
卒
業
生
に
よ
る
就
活
相
談

会
：
陵
水
懇
話
会
と
比
較
し
て
よ
り
学
生

に
近
い
年
代
の
先
輩
た
ち
が
自
主
的
に
運

営
し
て
く
れ
て
い
る
相
談
会
で
す
。
卒
業

後
10
年
未
満
の
先
輩
た
ち
約
１
０
人
が
出

席
し
て
く
れ
て
、
学
生
た
ち
も
毎
回
５
０

名
程
度
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
年
２
回
開

催
で
す
。 

 

⑷
陵
水
会
計
人
会
懇
談
会
：
伝
統
的
に
卒

業
生
の
公
認
会
計
士
と
か
税
理
士
を
多
数

輩
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
学
部
の
学
生

た
ち
に
も
志
望
者
は
沢
山
い
ま
す
。
先
輩

た
ち
の
現
役
の
会
計
士
・
税
理
士
の
方
を

お
招
き
し
て
、
会
計
士
・
税
理
士
の
仕

事
、
勉
強
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
忌
憚
の

な
い
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
く
懇
談
会

で
す
。 

 
 

⑸
女
子
学
生
の
た
め
の
陵
水
Ｏ
Ｇ
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
：
女
性
の
働
く
力
が
大
い

に
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
参
り
ま
し

た
。
本

学

部
も
女
子

学

生

が

１
／
３
を

占
め
て
お

り
ま

す
。

働
く
Ｏ
Ｇ

と
女
子
学

生
に
よ
る

女
性
同
士

な
ら
で
は

の
懇
談
会

に

よ

り
、

働
く
女
性

の
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
形
成
に
努
め
て
い
ま
す
。 

⑹
ゼ
ミ
を
通
じ
て
の
後
輩
支
援 

 

⑺
部
活
を
通
じ
て
の
後
輩
支
援 

 

⑻
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
訪
問
へ
の
協
力
な
ど 

人
生
を
ど
う
生
き
る
か
、
ど
う
働
く
か
を

考
え
て
く
だ
さ
い 

 

前
述
の
よ
う
な
手
厚
い
進
路
・
就
職
支

援
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
準
備
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
学
生
の
み
な
さ
ん

に
は
、
精
神
的
に
も
、
経
済
的
に
も
充
実

し
た
、
豊
か
で
楽
し
い
幸
せ
な
人
生
を
歩

ん
で
欲
し
い
も
の
だ
と
願
っ
て
い
ま
す
。

一
度
き
り
し
か
な
い
自
分
自
身
の
人
生
に

は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
が
あ
り
、
働
き
方

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
学
部
の
学
生
の

み
な
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
が
企
業
な
り
官
公

庁
な
り
へ
の
「
就
職
」
を
選
ば
れ
る
わ
け

で
す
が
、
「
就
職
」
と
い
う
の
も
い
ろ
い

ろ
な
働
き
方
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
い

き
な
り
「
就
職
」
で
は
な
く
、
「
人
生
を

ど
う
生
き
る
か
、
ど
う
働
く
か
」
か
ら
考

え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
『
滋
賀
大
学

で
学
ぶ
』
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
た
め
の

時
間
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
３
回
生
、
４
回
生
に
な
っ
て
か

ら
考
え
る
の
で
は
、
か
な
り
「
手
遅
れ

感
」
が
あ
り
ま
す
。 

「
履
歴
書
」
「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」
に

ち
ゃ
ん
と
し
た
内
容
が
書
け
る
よ
う
な
充

実
し
た
学
生
生
活
を 

『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
』
の
ブ
ラ
ン
ド

価
値
は
高
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
滋

賀
大
学
経
済
学
部
で
学
ん
で
い
る
こ
と
が

す
な
わ
ち
「
い
い
就
職
先
」
へ
の
就
職
に

繋
が
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
漫
然
と

し
た
日
々
を
送
る
の
で
は
な
く
、
目
的
意

識
を
持
っ
て
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る

こ
と
が
十
分
条
件
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。 学

生
の
本
分
は
、
学
業
、
部
活
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
留
学
、
そ
の

他
諸
々
の
学
生
生
活
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ

と
経
験
・
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

自
身
の
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
、
ど
う
働

く
か
を
自
分
自
身
の
頭
で
考
え
、
判
断
・

決
断
し
、
自
分
自
身
で
行
動
で
き
る
こ
と

に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｓ 

Ｂ
Ｅ 

Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｕ
Ｓ 

！
！ 

 

少
子
高
齢
化
が
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド

で
進
ん
で
い
ま
す
。
労
働
力
不
足
が
我
が

国
の
行
く
末
を
支
え
る
上
で
の
最
重
要
課

題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
移
民
論
議
も

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
女
性
と
高
齢
者
の
労

働
力
を
適
正
に
活
用
す
る
こ
と
か
ら
考
え

て
み
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
機

会
が
あ
る
た
び
に
女
子
学
生
の
み
な
さ
ん

に
は
経
済
的
に
も
自
立
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
た
め
に
は
一
生
働
い
て
く
だ
さ

い
と
呼
び
か
け
、
提
案
し
て
い
ま
す
。
当

然
結
婚
も
子
供
を
持
つ
こ
と
も
大
切
な
こ

と
で
す
か
ら
、
そ
の
た
め
に
は
、
産
休
、

育
休
、
そ
し
て
現
場
復
帰
が
制
度
と
し
て

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
運
用
さ

れ
て
い
る
企
業
を
選
択
の
目
安
と
し
て
く

だ
さ
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
生

働
く
か
ら
に
は
管
理
職
を
目
指
し
、
社
長

の
座
も
視
野
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
と
も
話

し
て
い
ま
す
。 

 

本
学
部
に
も
元
気
な
女
子
学
生
が
多
く

て
、
頼
も
し
く
心
強
い
の
で
す
が
、
加
え

て
改

め

て
男

子

学

生

に
はB

O
YS 

B
E 

A
M

B
ITIO

U
S

！
！
と
檄
を
飛
ば
し
て
い
ま

す
。 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
が

活
か
せ
る
就
職
を 

 

小
職
は
機
会
が
あ
る
た
び
に
学
生
た
ち

  陵水ＯＧキャリアガイダンス 
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に
「
彦
根
高
商
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
近
江
商
人
の

血
」
と
い
う
こ
と
を
話
し
て
き
ま
し
た
。

90
余
年
前
の
彦
根
高
商
建
学
の
折
に
は
、

高
宮
の
前
川
善
三
郎
家
、
今
日
の
伊
藤
忠

商
事
、
丸
紅
に
繋
が
る
伊
藤
忠
兵
衛
家
、

伊
藤
長
兵
衛
家
な
ど
近
江
商
人
か
ら
多
大

な
寄
付
、
支
援
を
受
け
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
近
江
商
人
は
江
戸
時
代
に
は
天
秤
棒

一
本
で
全
国
を
股
に
か
け
、
商
い
を
拡
大

し
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
維
新
後
は
東
ア

ジ
ア
を
始
め
、
米
加
と
い
っ
た
北
米
に
も

雄
飛
し
ま
し
た
。
彦
根
高
商
建
学
以
来
、

本
学
部
は
国
内
外
に
活
躍
す
る
人
材
を
輩

出
し
て
き
た
歴
史
と
伝
統
が
あ
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
、
学
生
た
ち
に

は
彦
根
高
商
建
学
の
精
神
「
士
魂
商
才
」

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
も
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

と
志
を
も
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
に
育
っ
て
行
っ
て
欲
し
い

も
の
だ
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

本
学
部
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
そ
こ
に
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

  

平
成
26
年
度
就
職
状
況 

 

 
 

経
済
学
部
特
任
准
教
授 

 
 
 

就
職
支
援
室
長 

小
野 

晶
生 

１
、
平
成
26
年
度
就
職
状
況
の
総
括 

昨
年
（
平
成
26
年
）
度
は
、
い
わ
ゆ
る

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
大
企
業
中
心
の
景

気
の
回
復
感
が
あ
り
、
製
造
業
を
中
心
に

全
体
の
採
用
人
数
は
増
え
ま
し
た
。
長
く

続
い
た
就
職
氷
河
期
が
様
変
わ
り
し
、

久
々
の
「
売
り
手
市
場
」
と
言
わ
れ
る
年

に
な
っ
た
の
が
一
番
の
特
徴
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。 

但
し
、
そ
う
は
言
い
な
が
ら
、
こ
こ
数

年
来
続
い
て
い
る
企
業
の
「
質
重
視
の
厳

選
採
用
」
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
必
ず
し
も

低
く
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

従
っ
て
、
早
々
に
複
数
の
企
業
か
ら
内

定
を
獲
得
し
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

明
け
に
就
職
活
動
を
終
え
る
学
生
が
い
る

一
方
で
、
就
職
活
動
が
長
期
化
す
る
学
生

と
の
二
極
化
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

２
、
平
成
26
度
の
本
学
部
の
特
徴 

①
就
職
決
定
率
は
更
に
改
善 

 
平
成
26
度
の
就
職
決
定
率
は
９
５
．

４
％
と
な
っ
て
お
り
、
一
昨
年
の
９
３
．

６
％
よ
り
１
．
８
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
ま
し

た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直
前
の
高
水
準

ま
で
回
復
し
て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う

（

23

年
度
９
０
．
９
％
→

24

年
度
９

３
．
３
％
→
25
年
度
９
３
．
６
％
）
。 

本
年
度
、
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
を
補
足

し
て
お
き
ま
す
と
、
学
生
た
ち
が
遅
く
ま

で
就
職
活
動
を
継
続
し
て
頑
張
っ
た
こ
と

が
就
職
決
定
率
の
押
し
上
げ
に
寄
与
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
求
人
が
遅
く

ま
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
本
年
度
か

ら
就
職
戦
線
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
様
相
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
中
に

決
着
し
て
お
こ
う
と
の
心
理
が
働
い
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
（
参
考
：
就
職
決
定

率
＝
就
職
者
数
／
就
職
希
望
者
数
＝
５
１

６
名
／
５
４
１
名
） 

②
業
種
別
就
職
先
で
は
、
製
造
業
復
活
が

鮮
明
に
な
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
２
３
．

４
％
と
最
多
と
な
り
、
金
融
業
２
３
．

３
％
を
僅
差
で
は
あ
り
な
が
ら
逆
転
し
た

こ
と
が
特
筆
す
べ
き
点
で
し
ょ
う
。
製
造

業
の
一
昨
年
来
の
伸
長
ぶ
り
が
顕
著
で
す

（

24

年

度

１

８

％

→

25

年

度

２

３
％
）
。
官
公
庁
９
．
１
％
、
情
報
通
信

業
７
．
９
％
、
卸
売
業
５
．
８
％
と
続
き

ま
す
。 

③
次
頁
の
「
平
成
26
年
度
就
職
状
況 

進

学
先
・
就
職
先
一
覧
」
を
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
学
生
の
「
売

り
手
市
場
」
を
受
け
て
、
就
職
先
企
業
の

大
企
業
志
向
は
変
わ
ら
な
い
と
言
え
ま

す
。 

特
に
、
次
の
点
が
特
徴
的
だ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。 

⑴
38
年
ぶ
り
に
就
職
者
の
出
た
「
住
友
商

事
」
と
か
、
久
し
ぶ
り
に
就
職
者
の
出

た
「
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
」
や
「
日
本
郵
船
」
「
日
本
航
空
」

「
小
松
製
作
所
」
な
ど
が
特
筆
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。 

⑵ 

製
造
業
の
後
塵
を
拝
し
た
と
は
い
え
、

金
融
業
も
２
３
．
３
％
と
堅
調
で
し

た
。
個
別
に
み
る
と
滋
賀
銀
行
が
復
活

し
、
１
３
名
。
大
垣
共
立
銀
行
１
０

名
、
十
六
銀
行
８
名
、
京
都
銀
行
７

名
、
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
５
名
と
続
き

ま
す
。
但
し
、
３
メ
ガ
バ
ン
ク
へ
の
就

職
が
少
な
い
の
が
少
し
気
掛
か
り
で

す
。
製
造
業
と
の
競
合
に
後
れ
を
取
っ

た
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
。 

④
企
業
に
と
っ
て
は
厳
選
採
用
す
る
た
め

の
あ
る
一
定
の
母
数
を
確
保
す
る
た
め
の

母
集
団
形
成
が
困
難
と
な
り
、
採
用
を
目

標
と
す
る
大
学
へ
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
本
学
部
で
も
Ｇ

Ｗ
明
け
以
降
の
学
内
で
の
個
別
企
業
説
明

会
（
企
業
に
よ
っ
て
は
プ
ラ
ス
選
考
会
）

が
延
べ
３
０
社
を
数
え
ま
し
た
。
一
昨
年

と
ほ
ぼ
同
数
で
し
た
。
滋
賀
大
学
経
済
学

部
ブ
ラ
ン
ド
は
健
在
だ
と
実
感
し
た
次
第

で
す
。 

３
、
本
年
（
平
成
27
）
度
就
職
状
況
の
展
望 

 

就
職
戦
線
は
大
き
な
変
動
を
迎
え
て
い
ま

す
。 

 

就
職
活
動
の
早
期
化
を
是
正
し
、
「
３

年
次
の
学
業
を
全
う
さ
せ
る
」
と
「
海
外

留
学
が
し
や
す
い
環
境
整
備
」
を
趣
旨
と

し
た
安
倍
政
権
の
要
請
に
基
づ
き
、
日
本

経
団
連
は
就
職
活
動
の
指
針
を
見
直
し
ま

し
た
。
企
業
の
採
用
広
報
開
始
は
大
学
３

回
生
の
３
月
か
ら
と
、
従
来
の
３
回
生
の

12
月
か
ら
３
か
月
の
後
ろ
倒
し
、
そ
し
て

採
用
選
考
は
４
回
生
の
８
月
か
ら
と
、
従

来
の
４
回
生
の
４
月
か
ら
４
か
月
の
後
ろ

倒
し
、
内
定
は
４
回
生
の
10
月
（
こ
れ
は

従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
９
月
末
ま
で
は

内
々
定
で
す
。
）
と
大
幅
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
“
短
期
決
戦
”
が
喧
伝
さ
れ
ま

す
が
、
結
果
的
に
は
、
“
就
職
戦
線
は
長

期
化
す
る
”
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

既
に
、
就
職
戦
線
真
っ
た
だ
中
の
わ
け

で
す
が
、
企
業
、
学
生
、
大
学
と
も
手
探

り
状
態
で
活
動
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実

情
で
す
。
８
月
選
考
開
始
遵
守
と
宣
言
し

て
い
る
経
団
連
傘
下
の
大
手
企
業
へ
の
就

職
希
望
が
多
い
本
学
部
で
も
同
様
の
こ
と

が
言
え
ま
す
。 

就 
 

職 
 

状 
 

況 



第１２号           滋賀大学経済学部後援会だより          平成27年６月１日  

－ 12 － 

会　　　社　　　名 計 男子 女子 会　　　社　　　名 計 男子 女子

111 矢崎総業㈱ 1 1 37 大陽日酸㈱ 1 1
112 ヤマハ発動機㈱ 1 1 38 武田薬品工業㈱ 1 1
113 ヤンマー㈱ 1 1 39 東和薬品㈱ 1 1

製造業（その他の製造） 40 ㈱ナリス化粧品 1 1
114 ㈱イトーキ 2 2 41 日本新薬㈱ 1 1
115 ㈱イワサキ 1 1 42 日本臓器製薬㈱ 1 1
116 小松ウオール工業㈱ 1 1 43 ノボノルディスクファーマ㈱ 1 1
117 シーピー化成㈱ 1 1 44 フクビ化学工業㈱ 1 1
118 新江州㈱ 1 1 45 持田製薬㈱ 1 1
119 セネファグループ 2 2 46 ヤマウチ㈱ 1 1
120 タカラスタンダード㈱ 1 1 47 ㈱麗光 1 1
121 中央紙器工業㈱ 1 1
122 ㈱日東製陶所 1 1 48 小川工業㈱ 1 1
123 ㈱フジシール 1 1 49 ㈱神戸製鋼所 1 1

50 ㈱ゴーシュー 1 1
124 関西電力㈱ 1 1 51 住友電気工業㈱ 3 1 2
125 ㈱マルエイ 1 1 52 中央発條㈱ 1 1

53 ㈱長府製作所 1 1
126 アビームシステムズ㈱ 1 1 54 ㈱傳來工房 1 1
127 アルファテック・ソリューションズ㈱ 1 1 55 ＹＫＫ㈱ 1 1
128 石川テレビ放送㈱ 1 1
129 ＮＥＣソリューションイノベータ㈱ 1 1 56 ㈱アマダマシンツール 1 1
130 ＮＴＴビジネスソリューションズ㈱ 1 1 57 井関農機㈱ 1 1 進　　　学　　　先 計 男子 女子

131 ＭＵＳ情報システム㈱ 1 1 58 ＮＴＮ㈱ 1 1 大学院進学
132 ㈱大塚商会 1 1 59 オークマ㈱ 1 1 1 京都大学大学院地球環境学舎 1
133 ㈱科学情報システムズ 1 1 60 ㈱クボタ 2 1 1 2 京都大学大学院法学研究科 1
134 共立コンピューターサービス㈱ 1 1 61 ㈱児島製機 1 1 3 慶應義塾大学大学院経営管理研究科 1
135 ㈱さくらケーシーエス 1 1 62 ㈱小松製作所 1 1 4 神戸大学大学院経営学研究科 1
136 ㈱サンテレビジョン 1 1 63 ＣＫＤ㈱ 1 1 5 滋賀大学大学院経済学研究科 1 1
137 ㈱システムサービス 1 1 64 島津プレシジョンテクノロジー㈱ 1 1 6 名古屋市立大学大学院経済学研究科 1
138 ㈱システムディ 1 1 65 新東工業㈱ 1 1 専修学校入学
139 ㈱スターインフォテック 1 1 66 日本精工㈱ 1 1 7 EYE京都校 1
140 ㈱ソフトウェア・サービス 1 1 67 日本電産シンポ㈱ 1 1 8 大原学園 2
141 ソフトウエア情報開発㈱ 1 1 68 ㈱日立建機ティエラ 1 1 9 京都建築大学校 1
142 ㈱第一コンピュータリソース 1 1 69 日立造船㈱ 1 1 10 東京アカデミー 1
143 ㈱大和コンピューター 1 1 70 ㈱不二越 1 1
144 辰巳電子工業㈱ 1 1 71 フジテック㈱ 1 1
145 中部テレコミュニケーション㈱ 1 1 72 ㈱マキタ 1 1 会　　　社　　　名 計 男子 女子

146 ＴＩＳ㈱ 2 1 1 73 村田機械㈱ 2 2 建設業
147 ㈱テクノア 2 1 1 74 ㈱メニコン 2 1 1 1 旭化成ホームズ㈱ 1 1
148 トヨタ情報システム愛知㈱ 1 1 75 ヤマザキマザック㈱ 1 1 2 ㈱一条工務店 1 1
149 ㈱トヨタマップマスター 1 1 76 山科精器㈱ 1 1 3 ㈱嵯峨ガスセンター 1 1
150 日本アイ・ビー・エム・サービス㈱ 1 1 77 理研計器㈱ 1 1 4 ㈱塩浜工業 1 1
151 日本アイビーエム・ソリューショ ン・サービス㈱ 1 1 5 セキスイハイム近畿㈱ 1 1
152 日本システムソリューションズ㈱ 1 1 78 京セラサーキットソリューションズ㈱ 2 2 6 積水ハウス㈱ 2 2
153 日本メディアシステム㈱ 1 1 79 立山電化工業㈱ 1 1 7 積水ホームテクノ㈱ 1 1
154 ネットワンシステムズ㈱ 1 1 80 ニチコン㈱ 1 1 8 ㈱錢高組 1 1
155 ㈱ハートコンピューター 1 1 81 パナソニックデバイスＳＵＮＸ㈱ 2 2 9 大成建設㈱ 1 1
156 ㈱光通信 1 1 82 ローム㈱ 1 1 10 大和ハウス工業㈱ 1 1
157 ㈱富士通エフサス 1 1 11 ㈱高田工業所 1 1
158 ㈱プロトコーポレーション 1 1 83 愛知電機㈱ 1 1 12 ㈱竹中工務店 1 1
159 マインドフリー㈱ 1 1 84 ㈱遠藤照明 1 1 13 タマホーム㈱ 2 1 1
160 三菱総研ＤＣＳ㈱ 1 1 85 オムロン㈱ 1 1 14 飛島建設㈱ 1 1
161 楽天㈱ 1 1 86 オムロンソーシアルソリューションズ㈱ 1 1 15 パナホーム㈱ 1 1
162 ㈱レジェンド・アプリケーションズ 1 1 87 京セラドキュメントソリューションズ㈱ 1 1 16 三菱電機プラントエンジニアリング㈱ 1 1
163 ㈱ワークスアプリケーションズ 2 2 88 コニカミノルタ㈱ 1 1 17 三菱電機ビルテクノサービス㈱ 1 1

89 星和電機㈱ 1 1
164 ＳＧＨグローバルジャパン㈱ 1 1 90 東洋航空電子㈱ 1 1 18 ㈱伊藤園 1 1
165 大阪モノレールサービス㈱ 1 1 91 日東工業㈱ 1 1 19 サントリーホールディングス㈱ 1 1
166 ㈱サカイ引越センター 1 1 92 ㈱日立製作所 1 1 20 敷島製パン㈱ 1 1
167 ㈱住友倉庫 1 1 93 富士通㈱ 1 1 21 宝酒造㈱ 1 1
168 全但バス㈱ 1 1 94 ホーチキ㈱ 1 1 22 名古屋製酪㈱ 1 1
169 東海旅客鉄道㈱ 1 1 95 北陽電機㈱ 1 1 23 ㈱西野物産 1 1
170 ㈱日本郵船 1 1 96 ㈱堀場製作所 1 1 24 日本たばこ産業㈱ 2 1 1
171 日本航空㈱ 1 1 97 三菱電機㈱ 1 1 25 ㈱浜乙女 1 1

26 ㈱フレシェール 1 1
172 伊藤忠商事㈱ 1 1 98 アイシン・エィ・ダブリュ㈱ 1 1 27 丸信製粉㈱ 1 1
173 伊藤ハムミート販売㈱ 1 1 99 アイシン精機㈱ 3 3 28 雪印メグミルク㈱ 1 1
174 植松商事㈱ 1 1 100 アイシン高丘㈱ 1 1 製造業（繊維工業）
175 ＭＸモバイリング㈱ 1 1 101 愛知精工㈱ 2 1 1 29 岡本㈱ 1 1
176 ㈱オリンピア 1 1 102 エーモン工業㈱ 1 1 30 倉敷紡績㈱ 1 1
177 郡峰工業㈱ 1 1 103 川崎重工業㈱ 1 1 31 東洋紡㈱ 1 1
178 三光機工㈱ 1 1 104 三共鋼業㈱ 1 1 32 ㈱ビームス 1 1
179 サンコーインダストリー㈱ 1 1 105 住友電装㈱ 1 1 製造業（印刷・同関連業）
180 住友商事㈱ 1 1 106 ㈱デンソー 3 3 33 ㈱笠間製本印刷 1 1
181 大洋㈱ 1 1 107 ㈱豊田自動織機 1 1
182 ダンロップタイヤ近畿㈱ 1 1 108 Nissin Manufactura de M'exic S.A. de C.V. 1 1 34 サカタインクス㈱ 1 1
183 ㈱ツカサ 1 1 109 浜名湖電装㈱ 1 1 35 ㈱ダイセル 1 1
184 豊島㈱ 1 1 110 本田技研工業㈱ 1 1 36 大鵬薬品工業㈱ 1 1

電気・ガス・熱供給･水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業

製造業（食料品・飲料･たばこ･飼料）

製造業（化学工業・石油製品・医薬品 等）

製造業（鉄鋼業、非鉄金属･金属製品）

製造業（はん用・生産用・業務用機械器具）
○進学先内訳

○就職先内訳（産業別・業種別）

製造業（電子部品等製造）

製造業（電気･情報通信機械器具）

製造業（輸送用機械器具）

平成２６年度就職状況

進学先・就職先一覧

○進路別内訳 計 男子 女子

卒業者 572 373 199

進学者

大学院 7 5 2

大学学部等 0 0 0

専修学校等 5 3 2

就職者

企業就職 469 300 169

公務員 47 35 12

その他 44 30 14



第１２号           滋賀大学経済学部後援会だより          平成27年６月１日  

－ 13 － 

会　　　社　　　名 計 男子 女子 会　　　社　　　名 計 男子 女子 会　　　社　　　名 計 男子 女子

333 ㈱ダイナム 1 1 261 敦賀信用金庫 1 1 185 日本ハム東販売㈱ 1 1
334 ㈱ニラク 1 1 262 豊田信用金庫 2 2 186 ㈱ネイチャーズウェイ 1 1
335 ㈱ラウンドワン 1 1 263 農林中央金庫 1 1 187 ㈱平田タイル 1 1

264 浜松信用金庫 1 1 188 廣川㈱ 1 1
336 （国）滋賀医科大学 1 1 265 碧海信用金庫 1 1 189 福栄鋼材㈱ 1 1
337 （国）奈良女子大学 1 1 266 大和信用金庫 1 1 190 富士ゼロックス大阪㈱ 1 1

191 ブラザー販売㈱ 1 1
338 （有）佳研スクール 1 1 267 大山日ノ丸証券㈱ 1 1 192 ㈱ブルアンドベア 1 1
339 ㈱浜学園 1 1 268 大和証券㈱ 1 1 193 ヘルスインターメソッド㈱ 1 1
340 ㈱ワオ・コーポレーション 1 1 269 東海東京証券㈱ 1 1 194 ㈱ミスミグループ本社 1 1

270 野村證券㈱ 3 3 195 三谷商事㈱ 1 1
341 ㈱いかがく 1 1 271 三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券㈱ 1 1 196 村地綜合木材㈱ 1 1
342 ぎふ綜合健診センター 1 1 197 村中医療器㈱ 1 1
343 （医）八仁会　久御山南病院 1 1 272 京都信用保証協会 1 1 198 明治電機工業㈱ 1 1
344 （独）国立病院機構 1 1 273 滋賀県信用保証協会 1 1 199 ヤンマーアグリジャパン㈱中四国カンパニー 1 1
345 三重県厚生農業組合連合会 1 1 274 シャープファイナンス㈱ 1 1 200 ラサ商事㈱ 1 1

275 新光投信㈱ 1 1 201 菱電商事㈱ 1 1
346 社会保険診療報酬支払基金 1 1 276 トヨタファイナンス㈱ 1 1
347 日本年金機構 1 1 277 ㈱日本政策金融公庫 1 1 202 ㈱青木商店 1 1
348 （社）柊野福祉会 1 1 278 三井住友アセットマネジメント㈱ 1 1 203 ㈱アペックス 1 1
349 （独）労働者健康福祉機構 1 1 279 三菱電機クレジット㈱ 1 1 204 イオンビッグ㈱ 1 1

280 三菱ＵＦＪニコス㈱ 2 1 1 205 イズミヤ㈱ 1 1
350 あいち中央農業協同組合 1 1 281 ユーシーカード㈱ 1 1 206 ㈱一蔵 1 1
351 岐阜県農業協同組合中央会 1 1 282 ローズ・コモディティ㈱ 1 1 207 ㈱梶原乳販 1 1
352 JAにしみの 1 1 208 ㈱近鉄百貨店 1 1
353 日本郵便㈱ 2 2 283 あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 1 1 209 ゲンキー㈱ 1 1
354 兵庫西農業協同組合 1 1 284 ㈱かんぽ生命保険 1 1 210 コスモス薬品㈱ 1 1

285 銀泉㈱ 2 1 1 211 ㈱コメ兵 1 1
355 岐阜商工会議所 1 1 286 滋賀県民共済生活協同組合 3 1 2 212 セブン-イレブン 愛荘町　市店 1 1
356 三幸グループ 1 1 287 住友生命保険相互会社 1 1 213 ㈱セブン-イレブン・ジャパン 2 2
357 ㈱スタッフサービス・ホールディングス 1 1 288 全国共済農業協同組合連合会岐阜県本部 1 1 214 ㈱大丸松坂屋百貨店 1 1
358 ＷＤＢ㈱ 2 2 289 全国共済農業協同組合連合会滋賀県本部 1 1 215 ㈱ニトリ 1 1
359 テンプスタッフ・テクノロジー㈱ 1 1 290 損保ジャパン日本興亜㈱ 4 1 3 216 ㈱バロー 1 1
360 ㈱トーカイ 1 1 291 第一生命保険㈱ 1 1 217 ㈱ＢＡＮＫＡＮ 1 1
361 日清医療食品㈱ 1 1 292 大同生命保険㈱ 3 1 2 218 ㈱ププレひまわり 1 1
362 ㈱ネオキャリア 1 1 293 太陽生命保険㈱ 1 1 219 ㈱文苑堂書店 1 1
363 ＢｔｏＢホールディングス 1 1 294 東京海上日動あんしん生命保険㈱ 1 1 220 ㈱平和堂 2 2
364 彦根市男女共同参画センター 1 1 295 東京海上日動火災保険㈱ 3 3 221 ㈱ホンダカーズ岐阜 1 1

国家公務 296 日本生命保険相互会社 4 1 3 222 ㈱マッシュスタイルラボ 1 1
365 金沢国税局 1 1 297 三井住友海上火災保険㈱ 2 2 223 ㈱ヤマカワ 1 1
366 厚生労働省　労働局 2 1 1 224 ゆう薬局グループ 1 1
367 財務省　東海財務局 2 1 1 298 ㈱ＭＤＩ 2 2 225 ㈱ローソン 1 1
368 滋賀労働局 1 1 299 三交不動産㈱ 1 1
369 名古屋法務局 1 1 300 大東建託㈱ 2 2 226 ㈱愛知銀行 1 1
370 三重労働局 1 1 301 （独）都市再生機構 1 1 227 ㈱大垣共立銀行 10 7 3
371 陸上自衛隊 1 1 302 ㈱Ｖｏｒｔｅｘ 1 1 228 ㈱関西アーバン銀行 5 2 3

地方公務 303 三井不動産レジデンシャルサービス㈱ 1 1 229 ㈱紀陽銀行 4 2 2
372 愛西市役所 1 1 304 東海リース㈱ 1 1 230 ㈱京都銀行 7 4 3
373 明石市消防本部 1 1 305 ヒロセ㈱ 1 1 231 ㈱近畿大阪銀行 1 1
374 宇治市役所 1 1 232 ㈱滋賀銀行 13 6 7
375 愛媛県庁 1 1 306 アキナジスタ㈱ 1 1 233 ㈱十八銀行 1 1
376 大垣市役所 1 1 307 アクセンチュア㈱ 1 1 234 ㈱十六銀行 8 7 1
377 大阪府警察 1 1 308 有限責任　あずさ監査法人 1 1 235 ㈱新生銀行 2 2
378 海津市役所 1 1 309 アチーブメント㈱ 1 1 236 ㈱但馬銀行 1 1
379 岐阜県市町村立中学校事務職員 1 1 310 ㈱アドプランナー 1 1 237 ㈱中国銀行 2 1 1
380 岐阜県庁 2 2 311 オフィスティ・エヌ・エス㈱ 1 1 238 ㈱富山銀行 1 1
381 京田辺市役所 1 1 312 キタイ設計㈱ 1 1 239 ㈱名古屋銀行 1 1
382 京都市役所 2 1 1 313 ㈱クレオ 1 1 240 ㈱南都銀行 1 1
383 倉敷市役所 1 1 314 ＫＣＣＳマネジメントコンサルティング㈱ 1 1 241 ㈱百五銀行 1 1
384 高野町役場 1 1 315 ｇＣストーリー㈱ 1 1 242 ㈱福岡銀行 1 1
385 湖南広域行政組合 1 1 316 ShigApps㈱ 1 1 243 ㈱北陸銀行 2 2
386 坂井市役所 1 1 317 西濃会計事務所 1 1 244 ㈱北國銀行 1 1
387 滋賀県庁 4 4 318 ㈱ナンバー 1 1 245 ㈱三重銀行 2 1 1
388 多賀町役場 1 1 319 ㈱日本経営 2 1 1 246 ㈱みずほフィナンシャルグループ 1 1
389 高槻市役所 1 1 320 ㈱日本経済広告社 1 1 247 ㈱三井住友銀行 2 2
390 鳥取県警察 1 1 321 税理士法人長谷川会計 1 1 248 ㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 4 3 1
391 鳥取県庁 1 1 322 日高総合経営センター 1 1 249 ㈱みなと銀行 1 1
392 中津川市役所 1 1 323 ㈱富士経済 1 1 250 ㈱ゆうちょ銀行 1 1
393 中能登町役場 1 1 324 ㈱マーキュリー 2 1 1 251 ㈱りそな銀行 2 2
394 名古屋市役所 1 1 325 税理士法人　宮田会計 1 1
395 羽島市役所 1 1 252 尼崎信用金庫 1 1
396 半田市役所 1 1 326 合資会社親湯温泉 1 1 253 いちい信用金庫 1 1
397 彦根市役所 2 2 327 ドリームフーズ㈱ 1 1 254 大阪信用金庫 3 3
398 枚方市役所 1 1 328 ㈱星野リゾート・マネジメント 1 1 255 岐阜信用金庫 3 1 2
399 広島県庁 1 1 329 ㈱本陣平野屋 1 1 256 京都信用金庫 3 2 1
400 三木市役所 2 2 257 京都中央信用金庫 3 1 2
401 向日市役所 1 1 330 ㈱ぐるなび 1 1 258 京都北都信用金庫 1 1
402 横浜市役所 1 1 331 ㈱ＪＴＢ西日本 1 1 259 呉信用金庫 1 1

332 (株)スタンダード 1 1 260 ㈱商工組合中央金庫 2 2

生活関連サービス

小売業

金融業（銀行）

金融業（協同組織）

金融業（証券）

金融業（その他）

保険業

不動産取引・賃貸・管理業

その他専門･技術サービス業

宿泊業・飲食サービス業

学校教育

その他の教育、学習支援業

医療・保健

社会保険・福祉

複合サービス

その他のサービス
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「
滋
賀
大
学
経
済
学
部
後
援
会
資
格
取
得

等
報
奨
制
度
」
は
、
平
成
26
年
10
月
に

創
設
さ
れ
、
日
頃
の
学
生
諸
君
の
勉
学
等

を
支
援
し
、
資
質
の
向
上
を
目
的
と
す
る

も
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
対
象
基
準
を
満
た
す

こ
と
に
よ
り
そ
の
功
績
を
称
え
報
奨
金
を

給
付
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

第
１
回
目
と
な
る
平
成
26
年
度
の
給
付

に
つ
い
て
は
下
表
の
と
お
り
、
24
件
に
対

し
て
目
録
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
生

か
ら
は
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
資

金
と
し
た
い
と
の
頼
も
し
い
発
言
が
あ

り
、
今
後
も
、
多
く
の
学
生
諸
君
か
ら
応

募
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
、
学
生
諸
君
に
は
、
別
途
、
学
内

に
お
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご

覧
い
た
だ
い
た
上
で
、
お
子
様
に
お
伝
え

い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

 

な
お
、
制
度
の
対
象
と
な
る
資
格
等
や

金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
運
用
を
重

ね
、
よ
り
良
き
制
度
に
改
善
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

さ
ま
か
ら
も
是
非
と
も
ご
意
見
等
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

【
お
問
い
合
わ
せ
】 
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 ４月６日(月)入学式後に開催されました経済学部後援会総会には、多数

の皆様のご出席をいただきありがとうございました。 

 総会では、戸田後援会会長、小倉経済学部長の挨拶、平成26年度決算及

び27年度予算案の審議、新委員の選出があり、続いて、学務関係事項及び学生関係事項の説明、就職

状況について報告がありました。総会で承認されました平成26年度決算及び27年度予算について、出

席いただけなかった会員の皆様に、ここに決算書と予算書を掲載させていただきます。 

科   目 決算額 備   考

前年度繰越額 703,475

会費（学部新入生） 577,000  577人× ＠1,000

会費（編入生） 8,000   16人× ＠  500

会費（大学院新入生） 12,000   24人× ＠  500

会費（在学生((学部生)) 1,000    1人× ＠1,000

利息 168

収入合計 1,301,643

      平成２６年度 経済学部後援会収支報告 

収 入                        （単位：円） 

前年度繰越額 848,453

会費（学部新入生） 8,655,000

会費（編入生） 120,000

会費（大学院新入生） 180,000

会費（在学生(学部生)） 15,000

利息 1,056

収入合計 9,819,509

   1人× ＠15,000

  16人× ＠ 7,500

 577人× ＠15,000

  24人× ＠ 7,500

支 出                         （単位：円） 

科　　目 予算額 決算額 過不足額 備　　　　　考

①厚生体育費補助 3,120,000 3,091,804 28,196  近国体運営費、大会出場者交通費、課外活動等補助

②文化活動補助 1,440,000 1,399,458 40,542  開学祭、滋大祭、課外活動等補助

③学生研究調査費補助 70,000 67,500 2,500  学生懸賞論文副賞、優秀卒業論文副賞

④学務関係補助 1,374,000 1,304,631 69,369  TOEIC-IP受験補助、成績送付経費等

⑤就職補助費 800,000 800,000 0  合同企業説明会等参加経費、OB懇談会経費

⑥団体分担金 140,000 132,000 8,000  会費、学会開催経費等補助

⑦研究所等補助 450,000 450,000 0  資料購入、運営費等補助

⑧入学式・卒業式等経費 300,000 159,946 140,054  入学式、総会経費、卒業式経費補助

⑨広報費 420,000 531,799 -111,799  後援会だより印刷費、送料

⑩渉外費 550,000 384,466 165,534  学部事業補助、慶弔費等

⑪総務費 28,000 30,932 -2,932  通信費等

⑫外国人留学生後援会援助費 50,000 50,000 0  留学生後援会援助

⑬経済学部記念事業援助費積立 100,000 100,000 0

⑭予備費 977,509 67,500 910,009

支出合計 9,819,509 8,570,036 1,249,473

平成２６年度 図書充実費収支報告 

収 入                  （単位：円）  支 出                （単位：円） 

科   目 決算額 備   考

図書購入費等 532,372

次年度繰越額 769,271

支出合計 1,301,643

科   目 決算額 備   考

前年度繰越額 476,731

会費（学部新入生） 577,000  577人× ＠1,000

会費（編入生） 8,000   16人× ＠  500

会費（大学院新入生） 12,000   24人× ＠  500

会費（在学生((学部生)) 1,000    1人× ＠1,000

利息 107

収入合計 1,074,838

科   目 決算額 備   考

近国体分担金 250,000

ゴルフ実習費 291,499

スキー教室経費 132,400

地域物品購入補助 235,188

次年度繰越額 165,751

支出合計 1,074,838

平成２６年度 体育充実費収支報告 

収 入                  （単位：円）  支 出                （単位：円） 

後援会総会 

後 援 会 総 会
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編集後記 

 本後援会だよりは本学部の次のＵＲＬで
もご覧いただけます。 
    http://www.econ.shiga-u.ac.jp/main.cgi?c=31 

 会員の皆様の記事についての感想や要望、
後援会や経済学部に対する要望、ご意見等を
郵送又はＦＡＸでお聞かせください。 

      〒522-8522 彦根市馬場一丁目１－１ 
            滋賀大学経済学部 
              ＦＡＸ：0749-27-1132 
             ＴＥＬ：0749-27-1030 

      平成２７年度 経済学部後援会予算 

収 入                        （単位：円） 

支 出                         （単位：円） 

科　　目 予算額

前年度繰越額 1,249,473

会費（学部新入生） 10,386,000

会費（編入生） 144,000

会費（大学院新入生） 216,000

利息 1,000

収入合計 11,996,473

備　　　考

  24人× ＠ 9,000

  16人× ＠ 9,000

 577人× ＠18,000

①厚生体育費補助 3,120,000  近国体運営費、大会出場者交通費、課外活動等補助

②文化活動補助 1,440,000  開学祭、滋大祭、課外活動等補助

③学生研究調査費補助 70,000  学生懸賞論文副賞、優秀卒業論文副賞

④学務関係補助 1,374,000  学務関係諸経費補助、TOEIC-IP受験補助、成績送付経費等

⑤就職補助費 800,000  合同企業説明会等参加経費補助

⑥団体分担金 140,000  会費、学会開催経費等補助

⑦研究所等補助 450,000  資料購入、運営費等補助

⑧入学式・卒業式等経費 270,000  入学式、総会経費、卒業式経費補助

⑨広報費 450,000  後援会だより印刷費、送料

⑩渉外費 550,000  学部事業補助、慶弔費等

⑪総務費 28,000  通信費等

⑫外国人留学生後援会援助費 50,000  留学生後援会援助金

⑬資格取得等報奨金 1,791,000  資格取得等報奨金

⑭経済学部記念事業援助費積立 100,000

⑮予備費 1,363,473

支出合計 11,996,473

                平成２７年度 体育充実費予算 

収 入                  （単位：円）  支 出                （単位：円） 

科   目 予算額 備   考

近国体分担金 200,000

ゴルフ実習費 200,000

スキー教室経費 200,000

予備費 162,851

支出合計 762,851

科   目 予算額 備   考

図書購入費等 700,000

予備費 666,431

支出合計 1,366,431

                平成２７年度 図書充実費予算 

収 入                  （単位：円）  支 出                （単位：円） 

平成２７年度 後援会役員名簿 

会　長 戸田　　茂 幹　事 中村　愛子 委　員 小林　哲也

副会長 河合　宏治 監　事 田口　誠一 委　員 廣部　重喜

副会長 冨田　圭一 監　事 辰村ひろ子 委　員 前田　雄治

幹　事 横田　　修 委　員 中村はるひ 委　員 中村きよみ

幹　事 平野　義和 委　員 福岡うた子 委　員 中村まゆみ

幹　事 伊藤　正之 委　員 福嶋　美子 委　員 大橋　良英

幹　事 伏木　和禎 委　員 西川みどり 委　員 横幕　栄子

科   目 予算額 備   考
前年度繰越額 769,271
会費（学部新入生） 577,000  577人×＠1,000
会費（編入生） 8,000   16人×＠  500
会費（大学院新入生） 12,000   24人×＠  500
利息 160

収入合計 1,366,431

科   目 予算額 備   考

前年度繰越額 165,751

会費（学部新入生） 577,000  577人×＠1,000

会費（編入生） 8,000   16人×＠  500

会費（大学院新入生） 12,000   24人×＠  500

利息 100

収入合計 762,851

後援会だより編集委員会 




